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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成20年11月20日(2008.11.20)

【公表番号】特表2008-521679(P2008-521679A)
【公表日】平成20年6月26日(2008.6.26)
【年通号数】公開・登録公報2008-025
【出願番号】特願2007-542122(P2007-542122)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｋ  13/04     (2006.01)
   Ｂ６０Ｆ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｋ  13/04    　　　Ａ
   Ｂ６０Ｆ   3/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月1日(2008.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陸上および水上モードで操作可能な水陸両用車の排気冷却システムであって、
　冷却される排気システムと、
　少なくとも一つの空気－液体熱交換器と、
　少なくとも一つの液体－液体熱交換器と、
　排気システムと、前記少なくとも一つの空気－液体熱交換器、および／または前記少な
くとも一つの液体－液体熱交換器、と熱的に連絡させる冷媒液体を有し、
　水陸両用車を陸上モードで操作するとき、冷媒液体が排気システムによって加熱され、
前記少なくとも一つの空気－液体熱交換器によって冷却され、
　水陸両用車を水上モードで操作するとき、冷媒液体が排気システムによって加熱され、
前記少なくとも一つの液体－液体熱交換器によって冷却される排気冷却システム。
【請求項２】
　水陸両用車を水上モードで操作するとき、冷媒液体が前記少なくとも一つの空気－液体
熱交換器の制御された使用によって追加的に冷却される請求項１に記載の排気冷却システ
ム。
【請求項３】
　冷却される排気システムが、少なくとも一つの排気マニホルドと少なくとも一つの消音
器を有する請求項１または請求項２に記載の排気冷却システム。
【請求項４】
　排気システムがさらに、少なくとも一つの触媒コンバータを有する請求項３に記載の排
気冷却システム。
【請求項５】
　車両の車体内に設けたダクト内に、前記少なくとも一つの空気－液体熱交換器を配置し
た請求項１～４のいずれか一項に記載の排気冷却システム。
【請求項６】
　ダクトが空気流入口と空気流出口を有し、空気流入口が少なくとも前記水陸両用車の静
的喫水線より上に配置される請求項５に記載の排気冷却システム。
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【請求項７】
　ダクトがさらに閉鎖手段を有し、空気流入口および／または空気流出口を選択的または
制御可能なように閉鎖する手段を有する請求項５または６に記載の排気冷却システム。
【請求項８】
　閉鎖手段が、自動および／または手動で操作可能な一つ以上のヒンジ接続フラップまた
はスライド部材を有する請求項７に記載の排気冷却システム。
【請求項９】
　車両内に設けた少なくとも一つのための内部区画からダクトを密閉した請求項５～８の
いずれか一項に記載の排気冷却システム。
【請求項１０】
　さらに、一つ以上の空気－液体熱交換器に対して、利用可能な空気の流れを増大させる
ために設けた一つ以上のファンを有する請求項１～９のいずれか一項に記載の排気冷却シ
ステム。
【請求項１１】
　車両の前部に、少なくとも一つの空気－液体熱交換器を設けた請求項１～１０のいずれ
か一項に記載の排気冷却システム。
【請求項１２】
　車両の後部に、少なくとも一つの空気－液体熱交換器を設けた請求項１～１１のいずれ
か一項に記載の排気冷却システム。
【請求項１３】
　冷媒液体が循環する導管を用いて、冷却される排気システム、前記少なくとも一つの空
気－液体熱交換器、および前記少なくとも一つの液体－液体熱交換器を全て直列に接続し
た請求項１～１２のいずれか一項に記載の排気冷却システム。
【請求項１４】
　冷却される排気システム、前記少なくとも一つの空気－液体熱交換器、および前記少な
くとも一つの液体－液体熱交換器の直列接続によって形成した閉鎖回路内に冷媒液体が含
まれ、その周りの再循環させる請求項１～１３のいずれか一項に記載の排気冷却システム
。
【請求項１５】
　車両の外側からの原水を用いて、液体－液体熱交換器を冷却する請求項１～１４のいず
れか一項に記載の排気冷却システム。
【請求項１６】
　外部の原水源から原水を引き込み、使用後に車両の外側の原水源に戻す請求項１５に記
載の排気冷却システム。
【請求項１７】
　原水を液体－液体熱交換器内にポンプ引きし、そこを通過させ、そこから出す請求項１
５または１６に記載の排気冷却システム。
【請求項１８】
　水陸両用車内に設けたジェット駆動装置水上推進手段の加圧側から原水を供給した請求
項１５～１７のいずれか一項に記載の排気冷却システム。
【請求項１９】
　少なくとも部分的に水陸両用車の外部船体面を用いて、少なくとも一つの液体－液体熱
交換器を構成した請求項１～１５のいずれか一項に記載の排気冷却システム。
【請求項２０】
　液体－液体熱交換器内で用いられる水陸両用車の外部船体面が、良好な熱伝導体から構
成される請求項１９に記載の排気冷却システム。
【請求項２１】
　水陸両用車の外部船体面が、アルミニウムを有する請求項２０に記載の排気冷却システ
ム。
【請求項２２】
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　冷媒液体が船体の内面に接触し、車両が水上モードで動作しているとき、船体の外面上
に存在する外部の原水源によって冷却される請求項１９～２１のいずれか一項に記載の排
気冷却システム。
【請求項２３】
　液体－液体熱交換器を冷却するために必要とされ、それに用いられる原水源が車両の外
側に留まっている請求項１９～２２のいずれか一項に記載の排気冷却システム。
【請求項２４】
　一つ以上の液体－液体熱交換器をバイパス可能な請求項１～２３のいずれか一項に記載
の排気冷却システム。
【請求項２５】
　少なくとも部分的に水上推進手段の部品を用いて、少なくとも一つの液体－液体熱交換
器を構成する請求項１～２４のいずれか一項に記載の排気冷却システム。
【請求項２６】
　水上推進手段が、ジェット駆動装置である請求項２５に記載の排気冷却システム。
【請求項２７】
　水上推進手段上および／またはそれを通過する原水を用いて、少なくとも一つの液体－
液体熱交換器を冷却する請求項２５に記載の排気冷却システム。
【請求項２８】
　排気システムを通過しそこから出る排気ガスの排気流内に原水を直接噴射することによ
って、排気システムをさらに冷却する請求項１～２７のいずれか一項に記載の排気冷却シ
ステム。
【請求項２９】
　他の熱生成源を冷却するために、システムをさらに用いる請求項１～２８のいずれか一
項に記載の排気冷却システム。
【請求項３０】
　他の熱生成源が、水上推進手段、原動機、および／またはブレーキ部品を含む請求項２
９に記載の排気冷却システム。
【請求項３１】
　共有の冷媒液体を備えた共通回路内に各熱交換器を設けた請求項１～３０のいずれか一
項に記載の排気冷却システム。
【請求項３２】
　別個の回路内に各熱交換器を設けた請求項１～３０のいずれか一項に記載の排気冷却シ
ステム。
【請求項３３】
　請求項１～３２のいずれか一項に記載の排気冷却システムを備えた滑走水陸両用車。
【請求項３４】
　請求項１～３２のいずれか一項に記載の排気冷却システムを備えるとともに、一つ以上
の引き込み可能な車輪を備えた滑走水陸両用車。


	header
	written-amendment

